地域密着型サービス運営推進会議記録（第3回）

	施設名
	　グループホーム笑顔毎日

	施設種類
	　認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和7年11月28日

	会場
	　グループホーム笑顔毎日

	参加者
	利用者代表
	0人

	
	利用者家族代表
	0人

	
	地域住民代表
	3人

	
	有識者
	１人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	1人

	
	事業者
	１人



	報告事項
	・現況報告（R7.10～R7.11）
・委員会、研修会、行事について
・令和7年度　事業所自己評価・外部評価について
・意見交換

	
	

	議題
	入居者・登録者の状況
グループホーム笑顔毎日
・11月28日現在、定員27名に対し入居者26名（稼働率96.2%）。1名入居調整中。
・今後、入院中の1名が他施設へ入所予定のため、さらに1名の空きが生じる見込み。
小規模多機能ホーム健祥会セビリア
・11月28日現在、登録定員29名に対し登録者27名（利用率93.1%）。
・直近2ヶ月で、1名新規登録、1名登録解除予定。

入退居の状況
グループホーム笑顔毎日
・10月新規入居（1名）:
・要介護2の女性。認知症の進行に伴い、家族の介護負担増大により入居
入居前は町内で自宅生活。入居後も家族の支援により、週1〜2回程度の
外泊を継続中。
・11月退居（1名）
・要介護3の女性。施設内で転倒し左肘脱臼により入院。ベッド上での生活
が続き、ご家族と相談の上、他の介護施設へ移動のため退居。
小規模多機能ホーム健祥会セビリア
・10月: 新規登録・登録解除なし。
・11月新規登録（1名）:
・要介護4の女性。令和7年4月までセビリアを利用後、長期入院のため一
時登録解除。10月下旬に退院し、11月から利用再開。
・11月30日付で登録解除予定（1名）
・自宅で転倒し入院中。在宅復帰が困難な状況のため、登録解除を検討中。

委員会・研修会活動
委員会活動
・身体拘束廃止委員会、虐待防止委員会、生産性向上委員会、感染対策委員
　会、認知症ケア委員会を実施。
研修会
・褥瘡（じょくそう）予防、医療に関する研修会（看護師による痰（たん）
吸引器の使用方法指導）、感染症および食中毒防止に関する研修と訓練（手
洗いチェッカーを使用）、感染症の業務継続に関わる研修と訓練を実施
外部研修
・法人が実施するコンプライアンス説明会とリーダー力向上研修会に職員が
参加

行事報告
・10月: 遠足（加茂谷の牛尾の滝）、ユニット内運動会、那東公園への散歩、
入居者との買い物などを実施。
・11月21日（介護の日イベント）:
・地域交流イベント「スマイルカフェ」を施設前庭で開催。
・町内のグループホーム、ボランティア団体「チーム味方」、ABO60の方々
が参加。目的は地域交流、認知症予防啓発、健康増進。今後も継続予定。
来年以降は、気候を考慮し11月上旬の開催を検討。
同時開催: 市内のケアマネジャー向け事業所見学会を実施。約4事業所から11〜12名のケアマネジャーが笑顔毎日とセビリアを見学し、事業説明を行った。

令和7年度（2025年度）事業所自己評価および外部評価について
目的
・事業所自らがサービス提供の質を振り返り（自己評価）、運営推進会議の第
三者視点を取り入れることで、サービスの質の確保と向上を図る。
・当事業所は地域との連携を重視し、運営推進会議を活用した評価を選択。
・評価プロセス
・自己評価の実施（12月）
・全職員で昨年度の取り組みや現状を振り返り、事業所としての評価を作成。
・運営推進会議による評価（1月・3月）:
・1月開催の第5回運営推進会議: 自己評価の結果を公表し、外部評価項目（用紙）を委員に配布。
・3月開催の運営推進会議: 委員から具体的な意見を聴取し、外部評価を最終
確定。
・結果の公表と活用:
・確定した評価結果は、利用者家族、市町村に公表し、具体的な改善活動に
繋げる。

その他質疑応答
グループホームの入居要件について
質問:グループホームの入居要件や、特別養護老人ホーム（特養）との違いに
　　ついて教えてほしい。
回答:グループホーム: 要介護1〜5の認定を受けており、かつ住民票が阿
　　南市にある方で、医師から認知症の診断を受けていることが入居要件。
　比較的、認知症があっても共同生活が送れる方が対象。
特別養護老人ホーム（特養）: 原則として要介護3以上の認定を受けている方が入居要件。各施設種別が持つ特徴に応じて、利用者の状態に合わせた施設選択が可能。

介護用品の自己負担について
質問:グループホームに入所している利用者が、介護ベッド（ギャッジベッド）やリクライニング機能付き車椅子を、家族の自己負担でレンタルするよう施設から依頼されるケースはあるのか。経済的負担が大きいという相談を受けた。
回答:施設には標準的な介護ベッドや車椅子が設備として備えられている。
しかし、利用者の身体状況に合わせ、より高度な機能（背上げ、高さ調整以上の特殊機能）が必要な場合、その方専用となるため、自己負担でのレンタルをお願いすることがある。
グループホームでの生活が身体的に困難になってきた場合は、ご家族と相談の上、施設移動（例：健祥会が運営する特養など）についても検討を進める。健祥会グループには特養もあり、身体状況の変化にも対応できる体制がある。

次回開催予定は、令和8年1月下旬





























	
	



